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 ２００５年上半期のロシ

 ―外国車優勢の流れが

キーパーソン  .....................

キルギスでクーロフ氏が首

ウクライナの政治危機が全

エトセトラ  ............................

札幌で「ロシアビジネス環

ロシア東欧貿易会関連の行事

CIS・中東欧諸国通貨の為替
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じめに 

ここ数年、ロシアの乗用車市

プレゼンスが急激に高まって

産メーカーの中には、専ら製

略に限界を感じ、外国車のア

春に導入された自動車の「工

れた経済特区法も、外国車優

本稿では、大きな変化の予兆

状況を紹介する。 
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年上半期のロシアの乗用車市場 

外国車優勢の流れが加速― 

場では外国車（輸入新車＋輸入中古車＋現地生産の外国車）

いるが、2005年上半期はさらにその傾向が顕著となった。純

品価格の安さを武器に市場でのプレゼンスを維持するという

センブリーへの方向転換を図るところもでてきた。恐らく、

業センブリー用部品」輸入関税引き下げ措置や、７月に採択

勢の流れを加速させることになるだろう。 

がより具体的に見え始めた2005年上半期のロシア乗用車市場
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